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星槎学園高等部 横浜ポートサイド校 校長 望月 展弘よりみなさんへメッセージです。 
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「ゆずり葉」について 

 

 「ゆずり葉」の名は、春に枝先に若葉が出たあと、前年の葉がそれに譲るように落葉するこ

とからつきました。その様子を、親が子を育てて家が代々続いていくように見立てて縁起物と

されています。 

 親から子どもへ 大人から子どもへ受け継いでいくものはたくさんあります。保護者の方と

共に子どもへ伝えていく、という思いで学園通信「ゆずり葉」をつくりました。 

 
横浜ポートサイド校の学園通信 

 

ゆずり葉 
編集：片岡・髙橋 

夢了法師の合格へのチェック 

今月から後期がはじまりました。後期の選択ゼミを選んだり、文化祭に向

けて本格的に動き出したりと、フリースクール生も高校生と同じように目

まぐるしい日々を過ごしています。文化祭はフリースクールの中で一つの

チームとして物事に取り組むことができる貴重な機会です。うまくいかな

いこともありますが、試行錯誤しながら取り組んでいきましょう！（髙橋） 

北海道研修旅行✈ 

次の各組の b の文の( ）の中に、それぞれ１語ずつを入れ、b の文が a の文と同じ意味を表す 

ようにせよ。  

a. Helen works so fast that nobody in the office can maintain the same speed.  

b. Helen works ( ) fast for ( ) in the office ( )( ) up with her. 

10 月 11 日～13 日にかけて、北海道研修旅行が実施されました。3 年ぶりに飛行機を利用しての実施となり、感染対策には

細心の注意を払いながら 3 日間無事に行程を終えることができました。1 日目には、札幌北学習センターの生徒会生徒との交

流もあり、離れた地にも星槎の仲間が居るということを実感できたのではないでしょうか。2 日目には、星野リゾート「トマ

ム」にて広大な自然と触れ合い、体験を通して学年を超えた交流をすることができました。3 日目の雲海テラスでは、雲海こ

そ見られなかったものの朝日を浴び迫力のあるトマム山を目の前に素敵な写真が撮れました。3 日間の宿泊を通して、改めて

互いを知ることができたと思います。それらを今後の学校生活にも活かせると良いですね。そして、みなさんの「楽しかっ

た！」という思い出話をまだまだ受付中です！文化祭では作製したオルゴールの展示も行います。お楽しみに！（中園） 

「言い訳」 

 

少しずつ秋らしくなってきました。朝晩は若干肌寒く、だんだんと布団が恋しい季節へと変わっ

ていく気配は感じられますね。あっという間に前期が終わり、後期へと突入しました。３年生はい

よいよ進路決定の大事な時期に差し掛かりました。進路決定を勝ち取るために、準備を怠らず努

力してください。“自分都合”はもう通用しません。後輩たちに“頼もしい背中”を見せてください。 

 

さて、北海道研修旅行が無事に終わりました。現地での発熱者は出ず、予定通りの行程を進め

ることができました。３年ぶりの飛行機はかなり揺れて大変でしたが、過去最大参加数での旅行

はやはり楽しいですね。集団生活は気を遣うし疲れるけれど、自分も誰かに気を遣ってもらってい

るということに少しは気付けたのではないでしょうか。そうやって互いを思いやって過ごすことが

できたのは素晴らしいことです！是非自信を持ってください。 

 

今月は皆さんにこの言葉を紹介します。 

 

「やらなかったことの言い訳をするより、 

仕事をしっかりとやり遂げていくほうが、より簡単なことである。」 

 

この言葉は、アメリカ第８代大統領「マーテイン・ヴァン・ビューレン」の言葉です。第一言語が

唯一英語ではなかった（オランダ語）大統領です。“やらない言い訳”はいくらでもできます。しか

し、言い訳をしていても何も前進しません。それよりも与えられた役割や、目の前のやらなければ 

ならないことを忠実にこなしていく方が実は簡単です。優先順位をしっかり決めること、時間を 

有効に使うこと、この２つがとても重要です。言い訳を言っている時間はムダな時間です。 

その時間があれば、少しは前進できますよね！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月 月間予定 
 

 

 

 

 

日 曜 行事 課外活動 

1 火   

2 水 専攻  

3 木 文化の日  

4 金   

5 土   

6 日   

7 月   

8 火   

9 水 体育授業（アイススケート）    専攻  

10 木 文化祭準備（PM）  

11 金 文化祭準備（PM）  

12 土 SAAB  

13 日   

14 月 代休（SAAB）  FS授業  

15 火 文化祭準備（終日）  

16 水 文化祭準備（午前）  

17 木 文化祭準備（終日）  

18 金 文化祭準備（終日）  

19 土 文化祭（内部開催）  

20 日 文化祭（外部開催）  

21 月 文化祭片付け・後夜祭  

22 火 代休（文化祭）  

23 水 勤労感謝の日  

24 木   

25 金   

26 土   

27 日   

28 月   

29 火   

30 水 
進路バスツアー（１・２年） 

社会科見学（３年） 
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狭域通信制高校 
  技能連携校 

※平素の学校運営にあたり、多くの保護者の皆様からご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 
今後とも生徒たちのための行事や集まりに皆様の更なるご協力を宜しくお願い申し上げます。 

９月 28日に今年度初の生徒会企画を実施しました。当日は生徒会本部役員をゲームマスターとして、人狼ゲーム

で大いに盛り上がりました。最後は参加生徒一人一人が自らトッピングしたクレープを食べました。秋休み中の充

実した半日となりました。（佐藤） 

 
10 月 2 日、3 年ぶりにポートサイド公園フェ

スタ 2022 が開催されました。本校からは「ペ

タンク」「モルック」ブースを出店。警備、テー

ブル消毒、ごみ分別のボランティアとして 

の参加もあり、日曜日にもかかわらず 27 名の

生徒の皆さんがこのイベントに関わってくれ 

ました。「モルック」は 30 分待ちの大盛況。ま

た、ボランティアの皆さんは、自分たちの 

担当エリア以外でも忙しい場所に応援に行くな

どして一生懸命働いていました。地域貢献 

できる場はこれからもありますので、今後のみ

なさんの活躍が楽しみです。 （加藤） 

《解答》 

・too ・anybody ・to ・keep 

《解説》 

・maintain = 維持する  

・訳としては、「ヘレンはたいそう仕事が早いので、会社の誰も

そのスピードについていけない。」 となる。  

・keep up with ～ ＝ ～ についていく 

10 月 19 日(水)に宮澤スタジアムにて、宮澤杯決勝大会が行わ

れました。決勝大会には、なんと全員お揃いのユニフォームを着

て出場することができ、予選大会の時よりも生徒たちがさらに輝

いて見えました！準決勝では、雰囲気も含め今までで一番良い試

合の入り方ができ、見事８-0 の完封勝利！そして、迎えた決勝

戦。なかなか思うような攻撃ができず苦しい展開となりましたが

最後まで諦めずに戦い抜いたことは本当に素晴らしかったです。

みんな！準優勝おめでとう！そして、ありがとう。（中園） 


